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▽
八
島
昭
子
さ
ん
＝
幸
心

４
＝
の
投
稿
写
真
①

　

市
バ
ス
九
十
周
年
記
念
の

レ
ト
ロ
カ
ラ
ー
バ

ス
に
新
守
山
駅
前

で
出
合
い
ま
し

た
。
昭
和
五
十
年
代
の
バ
ス

カ
ラ
ー
の
復
刻
で
、
新
守
山

駅
前
で
は
本
年
度
中
の
土
日

に
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
た
な
っ

ち
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
②

　

見
え
方
は
あ
な
た
次
第
♡

―
。
面
白
い
大
根
が
で
き
ま

し
た
。
お
猿
さ
ん
の
後
ろ
姿

か
、
は
た
ま
た
…
!?

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ご
家
庭
や
守
山
区
内

で
の
出
来
事
な
ど
、
あ
な

た
が
と
ら
え
た
〝
身
近
な

ス
ク
ー
プ
〟
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
（
で
き
る
だ
け
詳

し
く
）
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０

０
０
７
、
松
坂
町
３
５
２
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙

上
写
真
展
」
係
へ
。

　

メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@gctv.ne.jp

＝
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２

１
　

山
本
眞
輔
（
や
ま
も
と
・
し

ん
す
け
）
さ
ん

　

愛
知
県
幡
豆
郡
一
色
町
（
現

・
西
尾
市
一
色
町
）
生
ま
れ
。

東
京
教
育
大
学
（
現
・
筑
波
大

学
）
教
育
学
部
芸
術
学
科
彫
塑

専
攻
科
を
卒
業
。

　

イ
タ
リ
ア
で
彫
刻
を
学
び
、

一
九
九
六
年
に
名
古
屋
市
立
大

学
芸
術
工
学
部
を
立
ち
上
げ
て

教
授
に
就
任
。
二
〇
〇
四
年
に

は
同
大
名
誉
教
授
に
就
任
、
ま

た
『
生
生
流
転
』
が
日
本
藝
術

院
賞
を
受
賞
。
〇
八
年
、
日
本

藝
術
院
会
員
に
就
任
。

　

こ
れ
ま
で
に
約
二
百
点
の
彫

塑
作
品
を
手
掛
け
、
区
内
で
は

大
森
小
や
大
森
北
小
、
志
段
味

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
ほ
か
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

停
止
と
左
右
の
確
認
を
促
す
足

形
マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
・
設
置

を
学
区
内
で
行
っ
た
。

　

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
以
前
設
け
た

足
形
マ
ー
ク
の
一
部
が
消
え
て

い
た
ほ
か
、
車
へ
の
注
意
が
必

要
な
場
所
の
見
直
し
を
し
た
こ

と
か
ら
実
施
。
お
や
じ
の
会
は

あ
ら
か
じ
め
学
区
内
を
く
ま
な

く
歩
き
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
意

見
も
交
わ
す
な
ど
危
険
箇
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

　

塗
り
直
し
と
設
置
に
は
、
同

会
メ
ン
バ
ー
と
学
校
関
係
者
ら

七
人
が
参
加
。
足
形
と
「
と
ま

れ
」
の
文
字
が
切
り
抜
か
れ
た

型
を
交
差
点
角
な
ど
に
置
き
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
道
路
線
引
き
用

ス
プ
レ
ー
を
吹
き
付
け
た
。

　

か
す
れ
て
消
え
か
か
っ
て
い

た
足
形
マ
ー
ク
が
色
鮮
や
か
に

よ
み
が
え
る
と
、
参
加
者
か
ら

「
お
ー
、
き
れ
い
に
な
っ
た
」

と
声
が
上
が
っ
た
。

　

「
足
形
マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、

止
ま
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
く
れ
る
は
ず
。
き
ち
ん

と
左
右
も
確
認
し
、
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
前
田
会
長
。
後
日
の
作
業
も

含
め
、
二
日
間
で
五
十
六
個
の

足
形
マ
ー
ク
を
仕
上
げ
た
。

　

恒
例
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１

年
生
・
紙
面
大
集
合
」
を
本

紙
３
月
号
で
行
い
ま
す
。
今

春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お

子
さ
ん
の
紙
上
参
加
に
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

【
応
募
方
法
】
〈
メ
ー
ル
〉

件
名
に
「
１
年
生
」
、
本
文

に
①
氏
名
・
性
別
②
住
所
③

電
話
番
号
④
保
護
者
名
⑤
入

学
す
る
学
校
名
⑥
将
来
、
何

に
な
り
た
い
か
⑦
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記
入

の
上
、
新
入
学
児
一
人
で
写

っ
て
い
る
写
真
の
デ
ー
タ
を

添
付
し
て
＝m-homenews@g

ctv.ne.jp

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
写
真
（
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、

別
紙
に
①
か
ら
⑦
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
３
５
２
、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
１
年

生
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

※
掲
載
す
る
の
は
写
真
と

項
目
の
①
⑤
⑥
で
す
。

　

【
締
め
切
り
な
ど
】
３
月

１
日
（
月
）
必
着
。
規
定
人

数
を
超
え
た
場
合
は
先
着
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紹
介

し
た
方
に
は
心
ば
か
り
の
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
画
質
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

志
段
味
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

「
お
や
じ
の
会
」
（
前
田
千
会

長
）
は
十
一
月
二
十
一
日
、
子

ど
も
た
ち
に
交
差
点
で
の
一
時

畝
少
年
像
を
見
た
感
想
に
つ
い

て
河
村
市
長
は
「
百
五
年
た
っ

て
本
物
が
よ
み
が
え
っ
た
」
と

に
っ
こ
り
。
ま
た
、
山
本
さ
ん

は
「
杉
原
さ
ん
の
や
ら
れ
た
こ

と
は
非
常
に
人
道
的
。
私
た
ち

が
た
た
え
て
い
い
こ
と
だ
と
思

う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

銅
像
は
高
さ
約
一
・
六
㍍
。

こ
と
し
三
月
末
ま
で
に
、
瑞
穂

ケ
丘
中
学
校
＝
瑞
穂
区
＝
に
残

る
旧
第
五
中
学
校
の
遺
構
（
車

寄
せ
・
石
階
段
）
付
近
に
設
置

さ
れ
る
。
制
作
資
金
は
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
利

用
し
て
集
め
ら
れ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

「
守
山
リ
ス
研
究
会
」
は
二

月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時
―

同
四
時
半
、
東
谷
山
に
関
わ
る

団
体
の
活
動
報
告
な
ど
「
２
０

２
１
年
東
谷
山
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
名
古
屋
商
工
会
議
所
＝

中
区
栄
二
＝
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
。
一
般
を
対
象
に
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　

参
加
無
料
。
同
会
と
協
働
活

動
を
行
っ
て
い
る
名
城
大
学
農

学
部
の
教
授
・
日
野
輝
明
さ
ん

の
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
北
山

さ
ん
に
よ
る
『
東
谷
山
の
哺
乳

動
物
・
生
息
地
の
調
査
・
保
全

の
協
働
活
動
と
環
境
教
育
の
現

状
』
な
ど
、
四
つ
の
団
体
の
活

動
報
告
と
い
っ
た
内
容
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
会
場

（
中
区
栄
二
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
・
ズ
ー
ム
）
で
の

聴
取
を
並
行
し
て
催
す
。
会
場

は
申
し
込
み
順
に
四
十
人
ま
で

で
、
定
員
か
ら
漏
れ
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
が
で
き
る
。

　

申
し
込
み
は
二
月
十
日

（
水
）
ま
で
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
。
希
望
の
参
加
方
法
（
会

場
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
）
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
団
体
名

（
所
属
団
体
が
あ
れ
ば
）
を
記

入
し
て
、
以
下
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
送
信
。
オ
ン
ラ
イ
ン
希

望
者
と
、
定
員
か
ら
漏
れ
た
人

に
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
折

り
返
し
送
る
と
の
こ
と
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

守
山
リ
ス
研
究
会
＝risuken@

kzc.biglobe.ne.jp=

へ
。

　

ニ
ホ
ン
リ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
野
生
生
物
の

調
査
研
究
な
ど
を
続
け
て
い
る
「
守
山
リ
ス
研

究
会
」
が
発
足
か
ら
三
十
年
を
迎
え
た
。
会
長

の
北
山
克
己
さ
ん
七
一
は
「
子
ど
も
た
ち
に
次

世
代
の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
」
と

活
動
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
ほ
か
、
二

月
二
十
日
（
土
）
に
は
一
般
参
加
も
含
め
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
一
九
七

八
年
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る

人
た
ち
を
受
け
入
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
サ
ー
バ
ス

ジ
ャ
パ
ン
」
に
北
山
さ
ん
が
入

会
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
訪
れ
た
人

を
小
幡
緑
地
へ
案
内
し
た
際
に

「
こ
の
森
に
動
物
は
い
る
の
」

と
尋
ね
ら
れ
、
ま
た
「
動
物
の

い
な
い
森
は
死
ん
だ
森
」
と
の

意
見
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
と

い
う
北
山
さ
ん
。
知
識
も
経
験

も
な
い
中
、
「
本
当
に
死
ん
だ

森
な
の
か
調
べ
て
み
よ
う
」
と

一
人
で
動
き
始
め
た
。

　

「
か
つ
て
は
小
幡
緑
地
に
も

ニ
ホ
ン
リ
ス
が
い
た
」
の
話
を

聞
い
た
こ
と
か
ら
、
本
紙
と
中

日
新
聞
で
会
員
を
募
り
、
一
九

九
〇
年
八
月
に
「
守
山
リ
ス
研

究
会
」
と
し
て
七
人
で
ス
タ
ー

ト
。
同
じ
頃
、
リ
ス
の
研
究
も

行
っ
て
い
た
京
都
大
学
霊
長
類

研
究
所
＝
犬
山
市
＝
に
飛
び
込

み
で
相
談
。
そ
の
後
の
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
で
、
東
谷

山
周
辺
に
少
数
な
が

ら
ニ
ホ
ン
リ
ス
が
生

息
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　

同
会
の
活
動
の
三

本
柱
は
調
査
研
究
・

環
境
保
全
・
環
境
教

育
で
、
現
在
の
会
員

は
賛
助
会
員
も
含
め

て
約
百
人
。
活
動
全

般
で
記
録
を
残
す
こ

と
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
調
査
に
は
自
動

撮
影
装
置
や
発
信
器
を
導
入
。

ま
た
餌
と
な
る
オ
ニ
グ
ル
ミ
や

ア
カ
マ
ツ
の
ほ
か
、
森
を
健
全

化
す
る
広
葉
樹
の
植
林
、
対
象

を
広
げ
た
生
物
調
査
も
行
う
な

ど
〝
地
域
の
財
産
〟
を
次
世
代

に
つ
な
ご
う
と
し
て
い
る
。

　

活
動
の
成
果
は
こ
れ
ま
で
、

二
〇
一
〇
年
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ


（
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締

約
国
会
議
）
」
（
愛
知
）
や
、

一
二
年
の
「
第
６
回
国
際
樹
上

棲
リ
ス
会
議
」
（
京
都
）
な
ど

で
発
表
・
報
告
。
一
八
年
に

は
、
環
境
保
全
団
体
と
し
て
は

珍
し
い
と
さ
れ
る
「
愛
知
環
境

賞　

優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

環
境
教
育
で
は
毎
月
第
三
・

四
土
曜
に
リ
ス
の
捕
獲
体
験
な

ど
、
な
ご
や
環
境
大
学
共
育
講

座
「
り
す
山
の
自
然
学
校
」
を

東
谷
山
で
開
い
て
お
り
、
親
子

連
れ
ら
が
多
く
参
加
。
北
山
さ

ん
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
向
け
て
「
自
分
の
体
験

を
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
社
会

の
課
題
を
解
決
す
る
の
に
必
要

な
力
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
」

六
）
は
少
年
時
代
の
約
十
年
間

を
名
古
屋
で
過
ご
し
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
に
「
命
の
ビ
ザ
」

を
発
給
し
て
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
系

難
民
を
救
っ
た
外
交
官
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
年
に
「
命

の
ビ
ザ
」
発
給
八
十
年
、
生
誕

百
二
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
ト
リ
エ
に
河
村
市
長
を

招
き
入
れ
た
山
本
さ
ん
は

「
私
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
背
丈

で
す
」
と
粘
土
で
作
っ
た
原

型
を
紹
介
。
作
り
方
と
進
み

具
合
の
ほ
か
、
当
時
の
写
真

な
ど
を
基
に
制
服
や
制
帽
を

再
現
し
て
い
る
こ
と
も
説
明

し
た
。
河
村
市
長
は
「
え
え

男
過
ぎ
へ
ん
か
」
と
言
葉
を

掛
け
、
場
を
和
ま
せ
た
。

　

旧
第
五
中
学
校
時
代
の
千

　

大
森
二
在
住
の
彫
刻
家
・
山

本
眞
輔
さ
ん
八
二
が
、
名
古
屋

市
に
よ
る
事
業
「
杉
原
千
畝
像

建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
銅
像

を
現
在
制
作
中
。
十
一
月
二
十

七
日
に
は
、
山
本
さ
ん
の
ア
ト

リ
エ
を
訪
れ
た
河
村
た
か
し
市

長
か
ら
激
励
を
受
け
た
。

　

杉
原
千
畝
（
一
九
〇
〇
―
八

使
っ
て
挿
絵
を
描
い
た
。

　

手
帳
で
は
、
連
れ
去
り
防
止

の
合
言
葉
「
つ
み
き
お
に
」
を

は
じ
め
、
自
分
の
身
の
守
り
方

を
紹
介
。
児
童
ら
の
挿
絵
が
加

え
ら
れ
た
状
態
で
印
刷
さ
れ
、

同
小
の
在
校
生
や
来
年
度
新
入

生
に
配
ら
れ
る
。

　

守
山
小
学
校
＝
西
島
町
＝
で

十
一
月
二
十
五
日
、
防
犯
少
年

団
「
通
称
・
コ
ノ
ハ
キ
ッ
ズ
」

の
団
員
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、

六
年
生
の
児
童
十
人
が
守
山
署

か
ら
任
命
さ
れ
た
。

　

防
犯
少
年
団
は
愛
知
県
警
が

二
〇
〇
七
年
に
設
立
し
た
も
の

で
、
子
ど
も
同
士
で
防
犯
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
が

目
的
。
同
小
は
昨
年
度
に
続
き

防
犯
少
年
団
モ
デ
ル
校
に
指
定

さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

本
年
度
の
団
員
証
交
付
が
こ
の

時
期
と
な
っ
た
。

　

式
で
は
、
生
活
安
全
課
の
秋

沢
徳
明
課
長
代
理
が
団
員
証
を

児
童
一
人
一
人
の
首
に
掛
け
て

交
付
し
た
ほ
か
、
「
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
防
犯
に
つ
い
て
低
学

年
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

児
童
ら
は
そ
の
後
、
防
犯
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
不
審
者
に
出
会

っ
た
際
の
対
応
な
ど
を
学
習
。

ま
た
、
守
山
署
員
が
手
作
り
し

た
「
自
分
ぼ
う
え
い
隊
活
動
手

帳
」
を
仕
上
げ
る
作
業
に
も
参

加
し
、
色
鉛
筆
や
水
性
ペ
ン
を

　

安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

に
向
け
て
―
。
本
年
度
の
生
活

安
全
重
点
推
進
学
区
・
廿
軒
家

学
区
は
先
月
一
日
夜
、
年
末
の

生
活
安
全
市
民
運
動
期
間
に
合

わ
せ
て
「
特
別
警
戒
一
斉
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
た
。

　

同
学
区
連
絡
協
議
会
ほ
か
が

催
し
た
も
の
で
、
住
宅
対
象
侵

入
盗
や
自
動
車
盗
と
い
っ
た
街

頭
犯
罪
の
未
然
防
止
が
狙
い
。

同
学
区
で
は
例
年
、
夏
と
年
末

の
二
回
「
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
は
区
政
協
力
委
員
や
組

長
、
各
種
団
体
代
表
者
ら
百
五

十
人
以
上
が
参
加
。
三
十
町
内

が
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
学
区
内
の

五
カ
所
に
集
ま
っ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
町
内
へ
と
出
発
し
、
裏

通
り
や
暗
い
場
所
な
ど
三
十
分

ほ
ど
か
け
て
見
回
っ
た
。

　

集
合
場
所
の
一
つ
、
廿
軒
家

会
館
＝
廿
軒
家
＝
東
側
駐
車
場

で
は
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
、

同
学
区
連
絡
協
議
会
の
村
濱
稚

都
子
会
長
が
「
安
心
・
安
全
な

環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
」
と

参
加
者
に
呼
び
掛
け
。
ま
た
、

守
山
署
員
や
区
役
所
職
員
も
駆

け
付
け
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

「
杉
原
千
畝
像
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
銅
像

大
森
２
の
彫
刻
家
・
山
本
眞
輔
さ
ん
が
制
作
中

児
童
ら
防
犯
少
年
団「
コ
ノ
ハ
キ
ッ
ズ
」

守
山
署
が

人
任
命　

守
山
小
で
団
員
証
交
付
式

年
末
特
別
警
戒
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

廿
軒
家
学
区
で
生
活
安
全
市
民
運
動
期
間
に
合
わ
せ

学
区
内
で
足
形
マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
・
設
置

志
段
味
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の「
お
や
じ
の
会
」

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
大
募
集
！

今
春
、入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
３
月
号
で
紹
介

守山リス研究会が30周年
来月⓴日に一般参加含めシンポジウム

子
ど
も
た
ち
を
次
世
代
の
担
い
手
に

体験と学びを大切に―「りす山の自然学校」
（写真右は北山さん、同会紹介動画より）

東谷山に生息するニホンリス
（同会ホームページより）

銅像についてやり取りをした後、山
本さん（右）と河村市長で記念撮影

「
自
分
ぼ
う
え
い
隊
活
動
手

帳
」
の
挿
絵
を
描
く
児
童
ら

集
合
場
所
か
ら
各
町
内
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
向
か
う
参
加
者

足
形
マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
を
す

る
お
や
じ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
ら


